
日時＝平成31年1月19日［土］ 12：30～16:10  ＋ 1月20日［日］13:00～19:15
会場＝白糸台中部公会堂

アーティスト・コレクティヴ・フチュウ ［ACF］キックオフイベントVol.1

映画上映会「フチュウ・フィルム クロニクル」

主催：東京都、アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）、NPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ（ACF） 
協力：日本映像学会アナログメディア研究会
＊本事業は「東京アートポイント計画」として実施しています。

内村茂太

山崎幹夫

芝辻ペラン詩子

富永まい歌川恵子

馬渕徹

ヤジマチサト士

川口肇　
会場｜白糸台中部公会堂

住所：府中市白糸台2-67-31 白糸台中央公園内
アクセス：京王線「武蔵野台」駅から徒歩5分、西武多摩川線「白糸台」駅
から徒歩5分

予約お申し込み・お問い合わせ
「NPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ」事務局
（府中市市民活動センタープラッツ登録団体）

ご予約は以下のいずれかの方法にてお申し込みください。

［WEBフォーム］
https://goo.gl/forms/3WdcY02hYQ8ZgLp32

［電話］
070-3300-7265（メッセージをお残しください。24時間以内に折り返しいたします。）

［メール］
fetetokyo@gmail.com
件名を「上映会参加」とし、代表者氏名（ふりがな）、ご連絡先（電話番号・
メールアドレス）、参加希望回（①～⑤ / 複数可）、参加人数をご記入のう
え、お申し込みください。
※「fetetokyo@gmail.com」からのメールを受信できるように設定してください。
※個人情報は厳重に管理し、本事業の運営およびご案内にのみ使用します。

NPO法人アーティスト・コレクティ
ヴ・フチュウ（ACF）とは？

府中市内のアーティスト、アート関係者、
アートファンらによるゆるやかなネット
ワークから始まり、2016年と2018年
には「暮らしと表現の芸術祭 フェット」
を開催。そのほかにもツアー、ワーク
ショップ、講演会、マルシェ、パフォー
マンス、上映会なども企画運営しなが
ら、暮らしとアート、地域とのつながり
を広げる活動を続けてきました。2018
年にNPO法人化し、「東京アートポイ
ント計画」に採択されました。
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Fuchu Film
 Chronicle

A
rtist Collective Fuchu [ACF] K

ick-off Event Vol.1 
1月19日（土）

上映 ① 
12:30 – 14:05

内村茂太
+作家トーク

上映 ②  
14:30 – 16:10

山崎幹夫
+作家トーク

1月20日（日）

上映 ③
13:00 - 14:40

芝辻ペラン詩子
富永まい
＋作家トーク

上映 ④
15:00 – 16:45

 歌川恵子
＋作家トーク

上映 ⑤
17:30 – 19:15

馬渕徹
ヤジマチサト士
川口肇
＋作家トーク

タイムスケジュール

＊終了時間は作家によるトークの時間もふくまれ
ます。

多摩の映像作家の競演！
今まで府中でみられなかったアートフィルムの数々！

2019.1.19
Sat 12:30–16:10 / 20

Sun 13:00–19:15

@
 Shiraitodai Chubu Kokaido

入場無料 

※予約優先［先着順］
※各回定員50名

お車でお越しの方は、近隣の有料駐車場をご利用いただけます。駐車場は台数に制限が
ありますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください



13:00~14:40

上映 ③

15:00~16:45

上映 ④

17:30~19:15

上映 ⑤

12:30~14:05

上映 ①

4年間撮り溜めたフィルムをま
とめた作品。

僕の新婚旅行
2002 / 40分 / 8mmフィルム

29歳の時に「腰抜けのキープ
オンロック」というテーマで撮っ
た8ミリフィルム作品。

おしゃれ29/29
2003 / 25分 / 8mmフィルム

19歳の時に友人と初めて撮っ
た8ミリフィルム作品。

富士山とジョンレノン
1993 / 5分 / 8mmフィルム

内村茂太
1974年生まれ 広島県出身 多
摩川住宅在住。カセットテー
プ番組『内村茂太のオール
ナイトニッポン』のパーソナ
リティ・ディレクター・リス
ナー・ハガキ職人と一人四役
をこなす多忙な日々を送って
いる。

14:30～16:10

上映 ②

セリフ・台本なしを原則に、札
幌の街をさまよい即興的に撮っ
て制作された作品。

ターミナルビーチX
1981 / 35分 /  8mmフィルム

タイトルは北海道弁で「鍵」。部
屋を飛び出して、路地の子ども
たちとマイク遊び。

じょっぴん
1988 / 3分 / 8mmフィルム

自分の部屋で制作された個人
映画。カメラとマイクで遊んだ
あとは路地へ…。

泥のなかで生まれた
1986 / 17分 /  8mmフィルム

生と死を巡る「VM」シリーズ２
作目。『泥のなかで生まれた』
と重複したシーンも。

VMの漂流
1990 / 9分 / 8mmフィルム

父の死という大きな出来事を
中心とした個人映画。

世界はがらくたの中に横たわり
1984 / 12分 /  8mmフィルム

山崎幹夫
1959年東京都 立川生まれ東
村山在住。中学生の時から８
ミリフィルムで映画ごっこを
始め自主製作を続ける。作品
数は2018年に100本に達し
た。

1.20 sun

商業映画でも活躍する富永まいと、アーティスト・芝辻
ペラン詩子、二人のアニメーション作家による作品集。

アーティスト・コレクティヴ・フチュウ［ACF］ キックオフイベントVol.1

映画上映会「フチュウ・フィルム クロニクル」開催にむけて

アーティストにとって住みよいまちってどんなまち？
住民満足度が高いと言われているまち府中。1900年の歴史ある
大國魂神社を中心としたお祭りが各地で年中開催されていて、合
唱やスポーツも盛ん。みんなの調和がとれたまち府中。
だけど何かが足りない・・・。
せっかく美術館もギャラリーもあるのだし、アーティストもたくさん
住んでいるのだから、もっとアートを感じるまちにしていきたい、
一人ひとりが輝けるまち、アーティストにとっても住みよいまちにし
ていきたい、と私たちNPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュ
ウ（ACF）は考えます。
例えば…
「まち」を舞台にしたアートプロジェクトをやってみたり…
アーティストと近所の人が仲良くなったり、共同制作してみたり…

アートや表現活動に触れることで、一人ひとりの暮らしにゆとりや
癒しがうまれたり…
アーティストの活動拠点が増えていったり…
ACFは、これまで府中では見られなかったようなアートプロジェク
トをスタートさせ、アーティストにとっても住み良いまちとなるため
のプラットフォームづくりを行っていきます。
キックオフ・イベントとして、府中を含む多摩地域に住む映像作家
による個人映画や実験映画、ショートアニメーションなどの上映
会を開催します。作品は初期衝動をテーマに作家みずからチョイ
ス！ 会場は公会堂！ 古きよきまちの文化とアートフィルムの出会い
を目撃し、ACFといっしょに踏み出そう。

誰もが表現できるまちへ。

＊各回上映後に作家によるトークがあります。＊各回入れ替え制

シロップに酔っ払って夢のなか
へ。1枚の紙の表裏に描かれた
作品。

ナマケモノシロップ
2003 / 5分半 / DVD

アイロンをかけながらテレビに
見入る女は…。撮影を歌川恵
子が担当。

くろこげ
1995 / 11分 / 16mmフィルム（予定）

かわいいパスタのコマ撮りア
ニメーションによる辛辣な物語。
その後シリーズ化。

BUONOMO
“BUSUTAMAN”
2001 / 5分 / DVD

煙突にのぼって嘆く男と、風見
鶏に取り憑いて男をからかう
女。実写作品。

風見鶏と煙突男
2006 / 8分 / DVD

水筒を離さない少年が友達の
別荘へ…。実写とアニメーショ
ンによる不思議な世界。

水筒少年
2004 / 21分 / DVD

富永まい
映像監督、絵本作家。映画
「ウール１００％」「食堂かたつ
むり」ほか。Eテレ「シャキーン！」
アートディレクター、近年は絵
本執筆なども手掛ける。

カメラを片手に作者自ら出演。
混沌とユーモアが混じるセミ・
ドキュメント。

みみのなかのみず
1993 / 36分 / 8mmフィルム

家族や友人を通して見つめる
自己の存在。唯一無二のセル
フ・ドキュメンタリー。

こころのうた
1998 / 50分 / DVD

歌川恵子
1971年東京生まれ神奈川育ち。
多摩美大にて映像を専攻。今作
はイメージフォーラム・フェスティ
バル等で上映された。現在稲城
市在住の保育士。

嘘か誠か、「天地創造」の神話
に基づいた、とんでもなくくだら
ない人形アニメーション。

天地創造
2006 / 2分半 / DVD

捨てられたクマのぬいぐるみた
ちが人間と遊ぶために街へ繰
り出す。「あそぼうよ」

クマちゃんの物語
2000 / 4分 / DVD

哀しみを吸い込み幸せを運ぶ
不思議な生き物。パペットと平
面のアニメーション。

LITTLE HELP
2004 / 3分半 / DVD

芝辻ペラン詩子 武蔵野美術大学映像学科卒業、英国マンチェスターで人形アニ
メーションの老舗スタジオでインターン。2011年、artist-run-space 
merdreをオープンし、企画運営に携わる。府中市在住。

フィルムで味わう、実験映像
作家たちのディープな夜。

自身の内面を笑いと優しさでえぐる２作品。

写真家による８mmフィルムの
習作。自家現像によるモノクロ
映像。

sodium light baby
2010 / 4分半 / 8mmフィルム

馬渕徹
静岡県出身。府中市在住。多摩美術大学油絵科卒業後、プロラ
ボ・写真スタジオ等に在籍しながら写真作品を発表する。8mmフィ
ルムに魅了され映像にも挑戦。

暗い森の中で近接した少女と
少年は、心の裏側に何かが芽
生え動き出すのを唯みつめる。

つきよみ
2005 / 12分 / 16mmフィルム

ヤジマチサト士
イメージフォーラム映像研究所卒。主に８mmフィルムを使った作
品を制作。自主映画上映会や国内外の映画祭で上映される。自他
共に認めるシネフィル。

映像は現実の擬物。記憶もまた。

位相 Phases of real
1997 / 25分 / ビデオ 

崩壊の中に浮かび上がる猫の
視線。

rack-pinion (wired-glass No.4)

2017 / 5分 / 16mmフィルム

風景は薄膜の向こう側に。

filmy
1988/ 5分 / 8mmフィルム 

時間生成装置としてのビデオ。

Noodle-Cat-Cogs
2009 / 6分半 /  ビデオ 

多重露光で生成される空間。

vanishing-eight
2009 / 3分半/ 8mmフィルム

フィルムの粒子やコマと戯れる
作品から、祖母の死から始まる
フェイク・ドキュメンタリーまで。
猫と戯れる作品も！

※プログラムは変更になる可能性があります。あらかじめご了承ください。　※作品上映中のご退席はできるだけご遠慮ください。

映像世界を歩く。

観測
2018 / 3分半/ 8mmフィルム

映写される光としての映画。

AQUARIUM
1991 / 6分 / 16mmフィルム 

粒子の絵画としての映画。

Air
1992 / 6分 / 8mmフィルム

川口肇
1967年東京生まれ。九州芸術工科大学で映像作品制作を始め、
福岡→山形→東京と移りつつ制作を続けている。尚美学園大学
専任講師、フィルムメーカー。

Fuchu Film Chronicle
Artist Collective Fuchu [ACF] Kick-off Event Vol.1 

1.19 sat

独特な浮遊感と批評的な視点で
世界をえぐる。

ほのぼのとした笑いで
つづる日記映画。


